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１１月１３日（土）自然体験セミナー（船上山少年自然の家）
１１月２０日（土）・２１日(日）とりアート中部２０２１（倉吉未来中心）
１１月２２日（月）県「コミュニティ・スクール推進研修会」兼「地域学校協働活動研修会」（オンライン開催）
１１月２５日（木）第43回中国・四国地区社会教育研究大会愛媛大会（オンライン開催）
１１月２７日（土）県PTA研究大会（ハワイアロハホール）
１１月２９日（月）子育て・家庭教育支援員フォローアップ研修（中部・東部参加者：東部庁舎）

１０月１４日（木）に、最終回がオンライン開催されました。今回は、CSや社会教育では著名な講師陣による、大変有意義
な内容でした。全日程受講された方々は、「鳥取県地域コーディネーター」として認定されます。みなさんの今後の活躍に期
待しています。

「とっとり子育て親育ちプログラム」ファシリテータフォローアップ研修会

１０月１９日（火）に、伯耆しあわせの郷で第1回が開催されました。ファシリテータ同士の交流やプログラムの演習を行
うことでスキルアップを目指します。今後のみなさんの活躍に期待しています。

第4回鳥取県地域コーディネーター養成講座

国立教育政策研究所
志々田まなみ 氏

NPOまちと学校のみらい
文部科学省CSマイスター
竹原和泉 氏

地域学校協働活動は何のためにするのか、しっかり認識することが大切！
地域学校協働活動は、学校のお手伝いやボランティアではなく、学校・家庭・

地域のそれぞれの役割と責任を確認した上にある協働である。そして「地域とと
もにある学校づくり」は、「人づくり・仲間づくり」である。

子どもは時間軸と空間軸の「つながりの中で」育つ。つなぐのは大人！
そのために地域ができることは、様々な経験や出会いの中で、安心して失

敗し、そこから学ぶことができるようにすること。大人が用意しすぎず、先回
りせず、子どもの本気をどう高めるかが重要。誰かが何とかしてくれる、ので
はなく、自分達が「当事者」として、自分達の力で学校や地域を創り上げてい
こうとする意識が大切。

ファシリテータとして
アイスブレイク①を担当

ICT研修でZOOMを
体験

ファシリテータとして
アイスブレイク②を担当

ファシリテータとして
ワークショップを担当
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【あとがき】 特別編（１/５）

大人になってから睡眠中に夢を見ることは少なくなりましたが、

つい先日とてもうれしい夢を見ました。昨年、17年間可愛がって

いた愛犬が亡くなりました。私にとって初めて最後まで世話をした

犬でした。それは不思議な夢で、私が職場（夢の中）の前の道で

しゃがんでいると、植えこみから愛犬が飛び出して来たのです。頬

をペロペロなめられ、少し太ったなぁと思いながら名前を呼んだ瞬

間、目が覚めました。「夢で、もし逢えたら～」そんなメロディー

が頭の中に流れていました。 （つづく）

安田地区公民館～モビバン体操・顔ヨガ教室～

１１月２０日(土)・２１日(日）

に倉吉未来中心にて開催されます。

今回のステップアートは、河北

中学校美術部の作品が階段に飾ら

れています。また、絵画コンクー

ルでは、幼児から小学生までの作

品３１２点が展示されています。

その他さまざまなステージ発表や

ワークショップもあります。

今回初めての育成企画として誕

生したサックス演奏「中部ウイン

ドアカデミー」も大注目です。

みなさまのご参加、お待ちして

います！

とりアート中部２０２１

北谷コミュニティセンター～お花の寄せ植え教室～

北谷地区は、三方を山で囲まれた谷間にあることから温暖なところと
いわれており、特に秋から冬にかけて吹く寒風は山にさえぎられ、古来
から「布子（綿入れのこと）を着たほど暖かい谷」、「布子を脱いでも
良いほど、暖かい谷」で「布子谷（ぬのこだに）」と呼ばれています。
そんなどこか暖かさも感じる秋空のもと、「お花の寄せ植え教室」を開
催しました。年に1回開催しており、皆さん同じ花材になりますが、色
の違いや少しの配置の差で個性がでて最後に見比べるのが楽しみになっ
ています。教室の際にはコミュニティセンターの花壇の植え替えもして
いただき、来館されるたびに自分たちで整えた花壇に気を配っていただ
くことでコミュニティセンターをより身近に感じてもらえたらと思って
います。

安田地区公民館では、毎月フラダンスや３B体操、民謡教室など
様々な活動を行っています。今回はモビリティバンドという特殊なゴ
ムを使ってのヨガと、顔の表情筋をほぐす顔ヨガを行いました。コロ
ナ禍で心身ともに疲れている体を無理なくストレッチでき、疲れもと
れ、癒しのひとときをすごしました。


